
JPRO Future
出版情報登録センター

JPROの進む路

出版情報登録センター
管理委員会 委員長
小学館 田中敏隆



JPRO  NOW 2022年9月30日現在

権利情報 224,511点
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参加出版社
2,529社

登録書籍数
2,885,025点

登録オーディオブック
3,780点

登録定期雑誌
19,238点

登録電子書籍 478,955点
底本ISBNあり 256,725点
うちJPROに登録 244,116点

書籍登録数
153,391点

電子書籍登録数
72,312点



2015年 6月30日 開通式
33,790点
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2014年 12月設立発表会

配信数 2015年7月〜 19,347点

配信数 2016年 41,452点

データベース登録点数 2016年
1,152,203点

書協の
データ
も一部
登録



登録項目数
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2017年 JPRO第2フェーズへ

書協日本書籍総目録
39項目

出版情報登録センター
50項目

JPRO第2フェーズ
117項目



出版業界の負担軽減117項目の内訳
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JPRO 第2フェーズの狙い

書誌情報 66項目

取次情報 13項目

図書館選書 18項目

出版社はJPROにだけ入力すればいい！

目指し
ました



書店での利活用が難しい
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データは配信されていましたが

発売日 がわかる

販売促進情報がわかる

試し読みも出来る

書店向けにはBooksPRO

便利機能
満載です！



利活用にも対応
 2010年（H22） 所謂 三省墾 『デジタル・ネットワーク社会における
出版物の利活用の推進に関する懇談会』

 文化庁 『電子書籍の流通と利用の円滑化に関する検討会議』
⇒ 2012年（H24） 著作権法改正

国会図書館は絶版等資料に係る出版物について、図書館などにおいて公衆に
提示するもとを目的にする場合には自動公衆送信を行うことが出来る。この
場合において、利用者の求めに応じ、曽於調査研究の用に供するために自動
公衆送信される当該著作物の複製を作成し、一人につき一部提供出来る。
⇒『図書館等』 『絶版等資料』に限定
⇒閲覧：公衆に提示するために公衆送信
⇒複写：一部分の複製物を提供

絶版って？？なに？？
入手困難ではないの定義は？？？

権利制限
スタート



8

国
会
図
書
館
の
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ジ
タ
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に
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す
る
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意
事
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入手困難本の定義 拡大しましたここ見て↓
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これも自己主張が必要では・・・
JPRO の登録でBOOKSに表示が出来ます！



JPRO NOW

電子版の登録時にもと本ISBNの登録で
紐付けます → 要入力

迷子は234,839点以上あります。

例えば、二次文庫が電子化されたら
コンテンツとしての紐付けが必要！
紐付けは1対1ばかりではありません！

作家・作品のために紐付けましょう



JPRO Answer
JPROに出来ること

そもそも、書籍にしても新刊は登録しても
既刊は無理 → 既刊が多くって

書誌情報 ！これから追加します。

日販とトーハンに
ご協力頂きました

皆様からの
ご意見です！



両社のデータ
 日販からは2017年以前の書誌341万件ほど頂戴
しました。そのうちISBNのある
書誌290万弱と書影110万点でした。

 トーハンからはデータを頂戴するのはこれから
ですが、356万件ほどの総点数のうち285万点ほ
どはISBNなどがあります。書影は200万点ほど
あるとのことでした。

 活用の方法に関しては丁寧な形で進めます。
 ご協力ありがとうございます。
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JPRO Answer2

電子版の登録してますか？

書誌情報追加頂戴しました！
巻配信のデータを2022年3月分まで！

MBJにご協力頂きました

次のステップとしては
リファレンス系・専門書系のデータベースにも対応予定



JPROは・・・
 JPRO・BooksPRO・Booksは出版業界を代表す
るデータベースになりました。

アクセスを希望する組織も増加
→ SARTRAS （教育利用）
→ 国会図書館
『自動音声読上げ（TTS)・制度納本など』
→ 文化庁
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権利を維持するためにも
これからも登録が重要です

障害者に対する国会図書館デジタルデータの
OCRによるテキストデータの配信

→TTSの有無を確認
図書館からの図書館資料のメール送信

→2号出版権への補償
一元的な窓口組織を使った権利処理

→権利の表示
15



障害者対応の取組を拡大！
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紙の本と同様の取組ですが。
無償です。
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データベースとの突合による
確認･･･NDLともデータ連係

電子書籍でTTSに対応しているコ
ンテンツ、もしくはオーディオ
ブックがある場合は除外

現在、ABSC準備会のTTS推進WG
にて調整中。→ JPROに入力・
表示機能を追加予定！
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図書館等による図書館資料のメール
送信など

図書館での複写をメールで送信しても
らえるサービス。

公衆送信が行われるので『2号出版権』
を持っている人に補償金が支払われる。

紙の本は通常作業と同様に補償金の対
象ではない。

20



21

新
た
な
懸
案
が
こ
ち
ら

この仕組みによらず、従前の通り利用者が直接権利者に
許諾を得て利用することは可能である。
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出版情報の入力

 JPROはインフラです。
 法改正などに対応してインフラを構築します。
 出版情報は、なんとかご協力を頂いてそろい
つつあります。

 JPROは出版社の方々が使ってなんぼです！
 権利情報・TTS情報・オーディオブックなど
など積極的な取組をよろしくお願いします
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